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舞鶴・「みずなぎ学圏」の障害者更生施設

ま
だ
翻
万
縄
が
幕
還

〃善
主丹
求
め
募
金
を
調
盤

■
キ
市
〓
京
い
社
会
■
士
法
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・
ふ
ず
な
ど
学
園
が
■
■
し
て
い
た
い
身
幅
■
≡
い
だ
ｉ
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挙
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・■
と

が
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一
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一な
ら

担
【
の
甫
間
が
に
ぶ
ま
れ
て
お
り

「
＝
長
の
卜
■
に
貨
る

し

か
Ｅ

が
な

い
」
と
、

学
蝉
や
供
甚
者
が
理
キ
一古
力
Ｌ
お

め
、

働
力
を
求
め
て
い
る
。

立
の
一一
】定
い
れ
っ
一
生

河

副

利

ゴ

目

増

増

尋

円
の
ャつ
ち
詢
刺
ヨ
判
淵
制
用
環
潤
明
増
ｗ

割
調
利
舗
樹
判

口
，白
判
Ｈ
四
剣
引
田
封

と
皓
入
金
で
七
千
万
「
≡
々
冷
た
が
、

当
初
掲
持
し
て
い
た
付
都
市
か
ら
め
ド

町
が
見
込
め
な
く

な

っ
た
こ

ル
一も

あ

え

鶴
影
舞
，

む
【
鎌
鶴
】
日
本
校
舶
子
労
組
舞

縄
支
部

（
西
ノ
上
浩
司
支
部
長
、

八
百
五
十
人
）
は

一
日
、

舞
鶴
市

鹿
原
、

身
障
者
更
生
福
祉
施
設
み

ず
な
ぎ
学
園

（
隅
山
陣
理
事
長
）

に
、

先
月
二
十
二
日
、

舞
鶴
公
会

堂
で
開
い
た
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ

ー
の
収
益
首
十
三
万
五
百
円
と
組

合
員
の
カ
ン
パ
九
万
千
五
百
円
、

計
画
二
十
二
万

一
一千
円

を
瑠

っ

身
障
施
設
に
１２２
万
円

板
硝
子
労
組
慈
善
バ
ザ
ー
収
益
寄
付

た
ｏ同

受
部
は
こ
れ
ま
で
か
ら
学
国

の
支
援
に
力
を
入
れ
て
い
る
が
、

施
設
の
拡
張
工
事
で
資
金
不
足
に

悩
ん
で
い
る
こ
と
を
知
り
、

労
組

家
族
の
会
と
共
催
で
市
内
の
商
店

や
各
労
組
に
呼
び
か
け
、

不
用
品

な
ど
を
提
供
し
て
も
ら
い
バ
ザ
ー

を
開
い
た
ｏ

学
関
を
訪
れ
た
西
ノ

上
支
部
長
、

松
本
淑
恵
家
族
の
会

会
長
ら
は
食
堂
で
田
生
ら
が
律
ち

受
け
る
中
で
、

藤
村
友
博
園
長
に

目
銀
と
現
金
を
届
け

「
こ
れ
か
ら

も
学
圃
で
つ
く

っ
た
額
経
や
積
木

鉢
な
ど
の
販
売
に
協
力
、

支
援
を

続
け
る
」
と
約
束
し
た
ｏ

iⅢⅢ■■1ヽi率 :              弱 螂

藤村園長〇に目録を渡す西ノ上支部長 (みずなぎ学問で )


